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Voronoi多面体を作ったときに,体心立方格子の原子多面体である Kelvinの 14面体 (正

















1. 準安定状態はどこまで続 くのか ? spinodalが存在するのか ?
2. spinodalがあるのなら,その近傍での臨界現象はどんなものか ?







戸田 Kelvin多面体と f.C.C.や h.C.p,の原子多面体との関係は ?













つみ重ねる, しかし1次元的に closepacked(らせん的なもの )をつ くっ
てそれをならべることも考えられる｡ このらせんどうLがどれだけ接近で
き, どれだけ密な構造になるか興味深い｡
松田 種村 さんの話では粒子数 5()くらいの clusterだと成長しないが70-80をこ
えると不可逆的に生長する｡
小 川 今の話は(0608)の多面体とともに親類の(0446)も含めてclusterの Size
を数えている｡
紀本 Minimum clustersizeとはcriticalnucleusと同じか?
小川 そう考えたい｡
松田 今のSyStemでは引力がないから結晶化ははやいだろう0
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